
衆議院憲法調査会
地方自治に関する調査小委員会　　　　　　　　　　　　　　　2002年2月28日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筑波大学　岩崎美紀子

１　地方分権改革
　（１）地方分権の推進力
　　　　　民主化／文化的ｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨ／近代化の終焉／行財政改革／ｸﾞﾛｰﾊﾞﾘｾﾞｰｼｮﾝ
　（２）分権化の潮流
　　　　　官治分権→自治分権    　 deconcentration→decentralization
　　　　　権限委譲→権限移譲
　（３）日本の地方分権改革
　　　　　前回の改革の３つの柱
　　　　　残された３つの課題

２　自治体の規模と能力
　（１）規模をめぐる価値基準　　　scale merit／small is beautiful
　（２）自治体の存在根拠　　　公共サービス供給／政治参加
　（３）フルコースとアラカルト
　（４）基礎自治体のあり方の４パターン
　　　　　　フランス／アメリカ／イギリス／北欧
　（５）基礎自治体の再編と広域自治体

３　道州制と連邦制
　（１）制度の本質的相違
　（２）道州制への課題　　　　領域、官治／自治、２層／３層
　（３）連邦制への課題　　　憲法改正、立法権分割、上院改革、構成政府、市町村
　（４）連邦国家の現実　　　連邦制選択理由、自治度、分権と政党、州と市町村

４　日本の地方自治・地方分権
　（１）単一制度のなかでの最大限の分権 （サブモデルI型）
　（２）第二院の代表性
　（３）官官分権と市民社会への分権






